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東洋毛様線虫の仔虫にみられたサーレス現象

ならびに凝塊反応について
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新潟大学医学部医動物学教室（主任 大鶴i同町教授）

（昭和 32年 8月15日長領）

稲

実験成績

1. ;.j-~ 色のサーレス現象ならびに凝塊叉応

京毛のすーレス現象は既報の感染仔虫だけでなく，同

｜｜与に供試したB~J.化 1 （［後の第 UY.Hf虫およびχ験’ぷ兎の腸

けからとりtl'iした幼お成虫にも認められた。 Jね毛の感染

ff虫は鈎虫のそれと異なり血泊中てはJI見，問しにくく，沈

降物は口，担Vi世口および匹門の部位に一致した被鞘上に

形成された。 （附陪｜参照〉。沈降物は透明硝子候，屈光性

て，II与にこの沈降物を中心としてそれ自体または他の虫

体の一部が癒舟し輪状cm・2図〉もしくは塊状（第3,
4 l~D となる。 （との現象を評者らは東洋毛慌線虫仔虫

の凝塊反応 Agglomerationと呼んでいる，既報〉。

2.サーレス現象ならびに凝塊反応の特異性

新潟大学附同病院内科外来忠者血消にヮいて両免疫反

応の特異性を調べたー成約五：第1点に示した。各師虫卵｜湯治

性苔（ま？.IGL？去によりそれぞれの虫卵を単独に；j[ll)Jした

ものである。サーレス現象は東毛卵陽性には60.l0oの尚

さ主に伊藤 ・稲泉（1956）はrt！洋毛脱線虫 Tは・Jwst-

rongylt~ orientaゐ Jimbo1914 （以下京毛と略称〉の感

染仔虫にもすーレス現象がみらjL，その際時として被鞘

上に形成された沈降物を中心としてイ子山が凝塊状になる

ととを報告した。今凶はとれら免校現象の特異性， ll'i 

現時期，持続期rm，感染波l立との｜対係などについて若干
の知見を得たので， ここに印告し l；片討の批判に供した

し、。

第1表 内科タト米患者血清の東洋毛様線虫感染仔

虫に対するサー レス現象および凝塊反応

東毛仔虫に対する
反応陽性者数

サーレ oC 凝塊
ス現象 /CJ 反応

被検
者数

9 2 22.2 0 0 

11 3 27.2 0 0 

52 32 60.1 9 17.3 

5 1 20.0 0 0 

123 14 11.3 0 0 

計 200 52 26.0 9 4.5 

備考検便はホルマリシ・エーテル法（MGL法）

による。 各嬬虫卵陽性者はそれぞれの虫卵

を単独に1riE明したものである。
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実験材料および方法

血治新潟大学附Jlr~~両院内科外来忠者 200 札束毛卵

｜弘性の新潟県三条rli井架部落住民87名および東毛の感染

実験を行った3人からmt脈採血Iこより1!1られたもので，
いずれも倒性のま〉用いた。

仔虫浮説液 東毛卵の多い：うf｛！：肖のj刻更を25℃の卵f.!911

出内て10～201J問瓦培必し，Jどに Baermann装tnriとm
いて雑物を除主，出来るだけ元気のよい仔虫をj持出させ

スピッツグラスにとった。次でそれを於置し，J・.mを:J，守

てて l えi1~~のマーゾニン液を加えて30分！！日減｜芸j, ~に減

（.＇.｛水て2凶述心洗糠し，1滴中に1f!:! tが10～20~主合まれ

るよう l捌犯した。

実験ノj法乾燥と恐らく酸素欠乏によると忠われる仔

虫の死滅を防ぐために，前凶と異り次の刀法を用いたO

IW！：＞，三寸シ十一レの成に水工糾したi慮紙を蚊さ，この
1j1に乾熱滅的したllJirl十阻に純検血ii1J5消と前日cff虫浮tb!・:
波1滴とを加えたものを入れて草子i：し，11-季節を通じ主

?,'n\.v·こ放民し， 2.J ll寺問および4811 ~i'IHJ後にll -11;11 1・ 1111.のま〉顕微

鏡下て制察した。な；三詳細な的j記占は｜｜与汁Jlll.

ノレyヲスに移し，火炎，，t;j注’したf走に行つた。

TAKEO INAIZUMI, JUNICHI ITO & SATOSHI 

AIDA : The circumlarval precipitation (Sarles’ 

phenomenon) with the agglomeration of Trichos-
trongylu,s orientalz"s 'Department of Medical Zoology, 
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下して前記と同政の観察を行い，力価についての予備試

験を実施してみた。 第 1例の感染後28日日の血清は，

サー レス現象32倍まで陽性， 凝塊反応、は全て陰性。 ~a

例の感染後37日日の血清は，サーレス現象32倍まで陽性，

凝塊反応は1術協性，2佑・以上陰性。 m・8例は第2去
のような成績を得た。即ち，サーレス現象は感染後15日

f-1に16倍陽性，20日自に64倍の最高値を示し，以後次第

に低下し，45日目に4倍陽性，50日目に陰性となった。

凝塊反応は感染後15日目に1倍陽性，20日日に8倍の最

高値を示し，以後40日日まで2倍陽性を持続し，45日日

に陰性となった。

5.感染濃度とすーレス現象および凝塊反応との関係

飽和食塩水浮潜法と瓦培益法とを実施して東毛卵の

第 3表東洋毛様線虫卵寄生者のE.P.G.(Stoll法）

とサーレス現象および凝塊反応との関係
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率に現われたが，虫卵陰性者および他種虫卵陽性者にも

11.3%から27.2%の率に認められた。凝塊反応、は木虫卵

およびサーレス現象共に陽性の32名中9名にみられた。

3.両免疫現象の出現時期および持続期間

人体感染実験を試みたところ，次のような成結が得ら

れた。

mi例 33歳の男子。経皮感染〈仔虫約2,800笠を有
する浮滋液を前腕掌側部の皮府上に滴下〉。 サーレス現

象は感染後7日自に陽転し 28日固までみられ，以後84日

目まで追求したが陰性。凝塊反応はみられなかった。本

例の尿便内東屯卵は感染後24日自に培主主て証明した。

第 2例 26歳の男子。経皮感染仔（虫約ム300笠，向

上）。サーレス現象は 31日目から 85日日までみられ，90

日目から陰転，以後 120日日まで追求したが陰性3 凝塊

反応は37日目から85日日まで認められ，以後 120円日ま

て追求したが陰性であった。本例の尿便内東毛卵は感染

後40日日に培養て証明した。

第 3例 27歳の男子。経口感染〈仔虫約 800隻を有す

る浮説液を嚇下〉。サーレス現象ならびに凝塊反応は15

日自にともに陽転し，凝塊反応は45日日に陰転。サーレ

ス現象は50日自に陰転。以後60日日まで追求したが，い

ずれも陰性であった。木例の尿便内東毛卵は感染後34日

目に培l~て証明した。

4.免疫血清の倍数稀釈による力価の倹五

人体感染実験の免疫血清を時計皿内て生理的食塩水を

加えて1,024倍まで稀釈し，それぞれに仔虫浮説液を滴

(1958）〕昭和 33年 4 月

＊浮世彦法と培護法で陽性，Stoll法で陰性。

人体経口感染実験（第3例）における血消・稀釈試験

S: サ｛νス現象 A: 凝塊反応）

第 2表

60日

S. A. 
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S. A. 
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s. A. 
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s. A. 

30日

S. A. 
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S. A. 

20日

S. A. 

15日

S. A. 

10日

S. A. 

5日

S. A. 
稀釈倍数

1× 
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み！揚性の新潟県三条市井栗部落住民 87名について更に

Stoll法による検便を行い，虫卵濃度別に整理して，サー

レス現象および凝塊反応との関係を調べたものが第8表

である。即ち， E.P.G.とすーレス現象および凝塊反応

との聞には明かな関係は認められなかった。

考按

東毛の仔虫および幼若成虫にみられた沈降物形成現象

は，Sarles(1938）が N1ppostrongylusmu的について，

またその後多くの研究者により数種の線虫類，更に吸虫

類および条虫類にも認められた免疫現象と本質的に同じ

ものと息われる。著者らの場合特に強調したいのは，感

染仔虫の口，排出口および紅門の部位に一致した被鞘上

に沈降物がみられることと，時としてその沈降物を中心

として凝塊反応がみられるととである。特に凝塊反応、に

ついては， 乙れと現象的に類似する反応として Liuと

Bang (1950）および Stirewaltと Evans(1955）が

Schi'stos01仰 mansonz"のセルカリアに認めた CH R現象

に求めることが出来る。しかし後者の場合，免疫血清を

倍数稀釈すると，稀釈の低いところでCH R現象，高い

ところで凝集反応 Agglutinationがおとるとしていると

と， セノレカリア自身はやがて解離 Dissociationしてし

まうとと，その反応、が感染後6～12月持続するととなど

の点て東毛の凝塊反応とかなり相違している。次に両反

応の特異性を調べた成績によると，サーレス現象は木虫

卵陽性者に一応高率に現われているが，他の虫卵陽性者

および陰性者にもみられ，特異性に乏しいようである。

しかし凝塊反応については，まだ例数が充分ではないが

現在までのところ，本虫卵陽性者のみにみられているの

で，東毛に対しかなりの特異性を期待してよいものと考

えられる。本感染仔虫の経皮或は経口の人体実験8例て

は，供試してからサーレス現象の出現するまでの時期は

早いもので7日，おそいもので31日，持続期間は凡そ1

～2月であり，感染初期に一過性にみられた。また凝塊

反応、はすーレス現象と同時か或はiliれて出現し，サーレ

ス現象よりも早期或は同時に消失するようである。第8

例の免疫血清の力価について簡単な試験を行ったところ

すーレス現象は感染後の経過につれ一つの山をえがき，

凝塊反応はそれよりも更に低い山て消長した点興味があ

り，今後更に追求するつもりである。感染濃度とすーレ

ス現象ならびに凝塊反応の出現率との聞には明らかな関

係がみられなかったが，例数が不充分であるので更に今

後の調査にまちたい。

( 22 ) 
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結 論

東洋毛様線虫のサーレス現象ならびに凝塊反応につい

て種々検討して，次の知見を得た。

(1)東毛の第1期ないし感染仔虫および幼若成虫に

すーレス現象を認め，また本現象に伴って凝塊反応の出

現するととを再確認した。

(2）サーレス現象は本虫卵陽性者以外にもかなり出

現したが，凝塊反応、には特異性が期待された。

(3）経皮或は経口の人体実験によれば，これらの反

応は感染後1月以内に現われ，その後1～2月間持続し

て消える感染早期の一過性の反応と考えられる。

(4)また人体実験の免疫血清の力価を倍数稀釈法て

調べたととろ，サーレス現象は感染後の経過につれ一つ

の山をえがき，凝塊反応は更にそれよりも低い山で消長

した。

(5）感染濃度ととれらの反応との聞には明かな関係

はみられなかった。

摺筆するに当り，御指導を賜わった大鶴正満教授なら

びに御協力を頂いた教室の浅刺譲氏に深甚なる謝意を表

する。
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Summary 

Observations made in the present experiment 

confirmed and extended the results of the previous 

report showing that the circumlarval precipitation 

with the agglomeration was found in the human 

trichostrongy losis serum. 

1) The circumlarval precipitation and the ag-

glomeration were not observed only on second-stage 

larvae but also first・stagelarvae and immature of 

( 23 ) 
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1γtヒhostronglusorientalis. 
2) The circumlarval precipitation without the 

agglomeration sometimes appeared in the human 

serum from the normal sample that was negative 

by the examination of Trichostrongylus orientalis ova, 

but the precipitation with the agglomeration was 

observed only in the human trichostrongylosis se・

rum. Therefore the agglomeration appeared to be 

the fairly specific reaction for this worm carrier. 

3) Results of the experimental infection with 

larvae of Trichostrongylus orientalis in three human 

cases revealed that the circumlarval precipitation 

was positive between 7 to 5 days after infection, 

on the other hand, the agglomeration was shorter 

than the circumlarval precipitation at the posaive 

period. 

附図の言見明

第 1図 東洋毛様線虫の感染仔虫の排池口部の被鞘上

に生じた沈降物

第 2図 被鞘口部と尾部に生じた沈降物が互に癒着し

虫体が輪状となる。

第3図 3隻が癒着する。

第 4図 5隻が凝塊：伏となる。
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第 1 図

第 3 凶
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